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銀河における星形成を理解する上で、その母胎である低温分子ガスの分布、量を理解することは本質的に重要
である。近年、一酸化炭素分子 (CO)に代わる分子ガスのトレーサーとして中性炭素原子 (CI)が注目されている
が、その観測的検証は銀河の中心領域などに限られている。[CI](3P1–

3P0)輝線 (以下 [CI])が COに対して優れ
た分子ガストレーサーになりうるか評価するには、銀河円盤における [CI]と CO、および独立した手法で推定し
た分子ガスの分布を比較する必要がある。我々はASTE望遠鏡を用いて近傍渦巻銀河M83北側領域の [CI]マッ
ピング観測を実施し、[CI]と COおよび HI等多波長データの分布を比較した。結果、銀河中心領域では [CI]は
COと同様の分布を示すものの、渦状腕では [CI]は COの周囲に分布することがわかった。さらに、赤外線連続
波を用いた SEDフィッティングからダスト温度 Tdustとダスト質量面密度 Σdustを求めた結果、Σdustの分布は
[CI]よりも CO(1–0)と一致した。ダストとガスがよく混合し、原子相と分子相でガス対ダスト比 (GDR)が一定
であるとすると、分子ガス面密度ΣmolはΣdustから求まる全ガス成分から原子ガスの寄与を差し引くことで推定
できる。我々はGDRとCO-H2（および [CI]-H2）変換係数を自己矛盾なく解くことで、ダスト、CO(1–0)、[CI]
からそれぞれ分子ガス質量を求めた。中心領域ではダスト、CO(1–0)、[CI]から推定した分子ガス質量は互いに
一致するものの、円盤領域、特に Tdustが低い領域で [CI]は質量を過小評価する傾向にあることが分かった。こ
れらの結果は、銀河全体の低温分子ガスのトレーサーとして、[CI]はCO(1-0)に比べて信頼性が低いことを示し
ている。本講演では次世代望遠鏡による近傍銀河の低温ガスとダストサーベイ観測の展望についても議論する。


